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繊維産業は明治以降の日本の産業近代化の主役であり、関連する遺産は数多い。生糸産業

に関する遺産には、世界遺産となった富岡製糸場（「富岡製糸場と絹産業遺産群」）、産業遺産

学会の推薦産業遺産である絹糸紡績機械一式（「信州大学繊維学部所蔵のGreenwood & Batley 

Ltd製等の絹糸紡績機械一式10台」）などがあるが、機械遺産には「岡谷蚕糸博物館の繰糸機

群」が登録されている。８月の残暑の中、筆者は国内に唯一残る繊維学部の教員として、ま

た、当初機械遺産委員会が設置された技術と社会部門の一員として、岡谷蚕糸博物館（シル

クファクトおかや）を訪ねた。 

岡谷市は明治以降の製糸産業の一大集積地であり、諏訪湖から流れ出る天竜川の水力を動

力とした工場群により栄えた。そうした製糸産業の歴史を伝えるために関係者の協力のもと

に昭和39年に開館した博物館が岡谷蚕糸博物館である。所蔵される製糸機械類は岡谷を発祥

の地とする製糸会社の片倉工業株式会社からの寄贈を受けた物であり、今では世界的にも貴

重な機械も多い。機械遺産に登録されている操糸機群もそうした機械の一部である。 

 機械遺産第46号「岡谷蚕糸博物館の繰糸機群」に登録され

ている操糸機は、フランス式繰糸機、諏訪式繰糸機、４条繰

り諏訪式繰糸機、６条繰り諏訪式繰糸機、イタリア式繰糸機、

御法川式多条繰糸機、織田式多条繰糸機、増澤式多条繰糸機

の８台である。操糸機というのは蚕の繭を煮る煮繭（シャケ

ン）に続く工程で使用される機械で、複数の繭から糸を取り

出して仮撚りをかけて巻き取る作業を担う（図１）。伝統的

には専用器具を用いて手作業で行われてきたが、近代以降は

動力を用いた自動操糸機の開発、改良が進められた。登録さ

れた操糸機群を見るとそうした操糸機の発展の過程をたど

ることができる。 

 フランス式操糸機は、輸入されて富岡製糸場に300釜が設

置されたが、現在では日本には１台しか残っていない（図２）。また、日本の気候に合わせた

改造がされている。続いて開発された諏訪式操糸機では、金属製の輸入機に対して木材や陶

器を用いることで大幅なコストダウンを実現した（図３）。大きさも日本の工女に合わせて設

計されている。なお，イタリア式操糸機も明治初期に輸入されているが、所蔵されているも

のは昭和初期にイタリアから輸入されたものである。 

 

図１ 操糸機の原理[1] 



 操糸機の条数とは、繭から引き出した糸を巻き取

る糸みちの数のことであり、操糸機の改良とともに

多条化が進んだ。これにより工員一人当たりの担当

条数が増え、生産性の向上につながった。４条繰り

諏訪式繰糸機、６条繰り諏訪式繰糸機はその過程を

伝える遺産である（図４）。４条繰りでは煮繭作業を操糸機の釜で行っていたが、６条繰りで

は工員の多忙化のために煮繭作業は操糸機とは独立して行うようになっている。 

 操糸機は動力で回転する大枠に生糸を巻き取るものであるが、その際に糸にかかる張力は

生糸の品質を左右する。高速で巻き取ることで生産性が上がるが、糸には高い張力がかかる。

明治40年に御法川直三郎によって発明された御法川式多条操糸機は逆に巻き取り速度を蚕が

糸を吐出する速度に近づけ、代わりに条数を増やしたものである（図５）。御法川式多条操糸

機には、繭が薄くなった時に次の繭を自動で接緒（セッショ）する回転接緒器も導入されて

  

図２ フランス式操糸機 

 
図３ 諏訪式操糸機 

      

(a) ４条繰り諏訪式繰糸機          (b) ６条繰り諏訪式繰糸機 
図４ 多条操糸機 



おり、以後の多条式自動操糸機に多大な影響を与え

た。織田式操糸機は諏訪式繰糸機と御法川式多条操

糸機を合わせた機能を持ち、高速での巻き取りを実

現するとともに、張力が過大となら

ないようにする切断防止機構を有

する操糸機であり、戦後に広く普及

した（図６）。 

 増澤式多条繰糸機はほかの遺産

群と比較すると現代的な外見の多

条操糸機である（図７）。陶器製の

大型の操糸鍋を有するのが特徴で、

織田式操糸機と共に戦後広く普及

した。 

 機械遺産の操糸機群は展示品で

あるが、博物館には体験用の操糸機

もあり、手作業での接緒や足踏みで

の巻き取りを通して操糸の原理を理解することができる。それなりの器用さと集中力を要す

る作業であり、自動化の恩恵をうかがえた。また、国内では少なくなった製糸工場を併設し

ており、現役の自動操糸機を用いた熟練の作業が見学できた。紡績機械の動作は複雑であり、

今回訪れた岡谷蚕糸博物館や、木綿紡績機を動態展示するトヨタ産業技術記念館は書籍では

得られない知識を得られる貴重な場所である。今後とも継続的に展示されることを願いたい。

最後に、操糸機群を初めとした館内の展示品について丁寧に解説していただいた館長の髙林

千幸氏への感謝をもって本稿の結びとしたい。 

 

 

 

 

 

図５ 御法川式多条繰糸機 

 

図６ 織田式繰糸機 

 

図７ 増澤式多条繰糸機 



 

 

展示場案内（機械遺産Webサイトより） 
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